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集落排水処理施設加入分担金および使用料金のお知らせ

下水ポンプの故障が多く発生しています

○新規加入分担金は、２４万１千円となります。
　使用料金は、家庭用の場合：基本料金２，６１０円、世帯員一人につき５３０円となります。
○使用人員等に変更が生じましたら、届け出が必要となりますので、「死亡」・「出生」・「転出」・
「転入」等が有りましたら届け出してください。
　工事につきましては、日高川町集落排水設備工事指定業者をご指名ください。（別紙）

※接続工事がまだお済みでない加入者につきましては、すみやかな接続をお願いします。

氏　名 電　話
日高川町 （０７３８-）

野 中 水 道 52-0618
タ ニ モ ト 設 備 53-0638
㈱ 駒 場 工 務 店 54-0314
㈱大谷住宅設備 24-0710
山 本 設 備 52-0807
岡 崎 設 備 52-0826
森 ポ ン プ 店 53-0106
㈱ 柏 木 建 設 53-0236
㈱ 古 部 組 23-1378
花 光 建 設 53-0611
硲野電気サービス 54-0035
㈱ 旭 屋 56-0231
川 口 水 環 境 53-0505
洞 住 設 70-0251
谷 口 設 備 工 業 53-0822
羽 佐 設 備 工 業 52-0455

氏　名 電　話
御坊市 （０７３８-）

㈱ 一 伸 23-3073
紀 南 電 設 ㈱ 22-8211
西 﨑 住 設 23-1233
㈱ワカヤマ設備 22-2946
㈱ 狩 谷 電 気 店 22-0835
㈱ 木 本 設 備 22-8792
楠見水道工事店 22-6575
み のるポンプ店 22-2693
小 瀬 工 務 店 22-1225
上 久 保 設 備 23-2726
夏 目 設 備 22-4504
塩 屋 設 備 29-2292
藤 並 設 備 23-4849
浦 野 設 備 22-6522
㈱ 武 内 水 道 22-7657
中 村 設 備 工 業 22-9906

氏　名 電　話
美浜町 （０７３８-）

若 野 管 工 22-6767
印南町 （０７３８-）

和 住 設 46-0229
く ぼ 設 備 45-0136
中 設 備 44-0320
和歌山市 （０７３-）

㈲プランワカノ 436-8844
㈱セキド水道設備 479-1151

岩出市 （０７３６-）
オ ー ヤ シ マ ㈱ 69-3102

田辺市 （０７３９-）
㈱共栄建設工業 77-0333
㈱ ナ カ シ ゲ 24-2212
㈲ ワ ケ ン 住 設 24-5927
有田川町 （０７３７-）

山 尾 設 備 52-4508

　ビニール・タオル・下着・衛生用品・ティッシュペ－パ－・たばこの吸
い殻等の水に溶けない物を下水道に流しますと、ポンプの詰まりの
原因になりますので、絶対に流さないよう注意してください。
　また自宅の下水桝では、定期的にゴミなどを取り除き、清掃をお
願いします。また誤って流した場合は、至急下記担当課までご連絡
ください。

　■詳しくは	（川辺地区の方は）	上下水道課	☎22-４８１４	 （田尻地区の方は）	中津地域振興課	☎２３-９５０３	までお問合せください

日高川町集落排水設備工事指定工事店 令和４年４月１日現在

　■お問合せ	 上下水道課	☎２2-4814	 中津地域振興課	☎23-9503　美山地域振興課	☎23-9505

ゼロカーボンシティひだかがわ
Zero Carbon City Hidakagawa

～できることからはじめよう～

■お問合せ　企画政策課	☎２2-2041

未来のために、いま選ぼう。
地球温暖化対策のための国民運動

「COOL CHOICE（＝賢い選択）」

普段の暮らしでできる気候変動対策の切り札はこれだ !
C O O L  C H O I C E  アクションカード

■お問合せ	日高川町防災センター	☎２４-９２８０

防災 31

地震に備える！
～わが家の耐震性を診断しましょう！～ 
○住んでいる建物の耐震強度を確認しましょう。特に１９８１年（昭和５６年）６月の建築基準法改正前
に建てられた建物は注意が必要です。
　※町では、平成１２年５月３１日以前に建築（着工）された木造住宅等の耐震診断や耐震

改修工事にかかる費用の一部を助成する制度があります。
○木造住宅の場合、シロアリ被害などで木材が腐っている場合もあります。点検
して、必要があれば修理をしましょう。
○インターネットでも簡易な耐震診断法を紹介しています。
　	日本建築防災協会	誰でもできるわが家の耐震診断　で検索（www.kenchiku-bosai.or.jp）

　家の周囲や家の中には危険なものがたくさんあります。ブロック塀の倒壊や家具の転倒・落下などは地震の被
害を拡大させます。家屋の修繕や家具固定など、できることから防災・減災対策をはじめましょう。

防災センターでは、過去の災害写真を収集しています。お持ちの方はご連絡ください。


